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研究トピックス

●J-PARC
非鉛強誘電体の粉末構造解析と単結晶開発

中性子実験装置の紹介

●J-PARC
大強度型中性子小中角散乱装置「大観（TAIKAN）」（BL15）

図3　大観への申請課題の分野別割合

図1　大観の三次元イメージ図

図2　べヘン酸銀の中性子小角散乱プロファイル
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図1　BKT‒BNT系で得られた相図

図2　高圧酸素下で育成した高品質BKT‒BNT単結晶

高分子材料開発への中性子非弾性散乱法の応用

図1　AMATERASで測定した高分子複合体のS(Q,ω)スペクトル
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図1　グアノシン(C10H13N5O5)のRietveld解析パターン

●茨城県ＢＬ
茨城県材料構造解析装置iMATERIAの現状

図2　(102)面のアニール前後での核密度差

図1　ABO3ペロブスカイト(102)面の酸素の核密度

●JRR-3
中性子回折を用いたSOFC材料のアニール効果の考察
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研 究 会 活 動 報 告
●残留ひずみ・応力解析研究会

　9月25日（火）に研究社英語センター大会議室において、茨城県中
性子利用促進研究会の中性子応力解析技術の高度化分科会、
J-PARC/MLF利用者懇談会の結晶分科会、および、CROSS東海と
共催で研究会を開催しました。午前中は㈱リガクの虎谷秀穂博士に
よる「回折法の基礎」、ならびに、田中啓介名城大学教授による「残

留応力と構造強度」と題するチュートリアルを主として行い、午後に
は、中性子や放射光を利用した材料評価や残留応力測定、集合組織
の測定など関する講演が7件ありました。60名もの参加者があり、
活発な質疑と議論がありました。

●金属組織研究会

　9月27日（木）に物質・材料研究機構第１会議室において、茨城県
中性子利用促進研究会の小角散乱法によるハードマターの微細組織
解析分科会、J-PARC/MLF利用者懇談会の結晶分科会、および、
CROSS東海と共催で平成24年度第１回研究会を開催しました。今
回は、特別セミナー「米国における小角散乱研究の動向～中性子、
極小角散乱、解析法」として、オークリッジ国立研究所のLittrell博士
とアルゴンヌ国立研究所のIlavsky博士をお招きし，中性子小角散乱
を利用した「高温酸化と水素」ならびに、「広いq領域，特に、極小
角散乱領域の観測による大きな構造の観察」について講演していた
だきました。また、研究会の後半には、中性子と放射光による小角
散乱法解析におけるデータ処理方法について講義していただきまし

た。17名の参加者があり、活発な質疑がありました。
　12月3日（月）にUDXコンファレンス会議室において、茨城県中性
子利用促進研究会の小角散乱法によるハードマターの微細組織解析
分科会、J-PARC/MLF利用者懇談会の結晶分科会、および、
CROSS東海と共催で平成24年度第２回研究会を開催しました。今
回は、韓国原子力研究所のWoo博士とオーストラリアANSTOの
Muransky博士をお招きし、中性子を利用した材料評価と残留応力
に関して講演していただきました。また、J-PARCからはプロジェク
ト研究成果に関して、各種鉄鋼・合金材の力学特性について3件の
講演がありました。22名の参加者があり、活発な質疑と議論があり
ました。

●生物構造学研究会

　10月2日（火）に研究社英語センター大会議室において、茨城県中
性子利用促進研究会の創薬研究分科会および機能性タンパク研究分
科会、J-PARC/MLF利用者懇談会の生命物質分科会、および、
CROSS東海と共催で研究会を開催しました。今回は、「生体反応に
関与する水分子とプロトン化状態の観測」をテーマとして開催しまし
た。沈建仁岡山大学教授から「光化学系複合体における水分子・水

素結合ネットワークの役割と中性子への期待」、山縣ゆり子熊本大学
教授から「DNA修復関連酵素の反応過程解明における中性子構造解
析の展望」と題して講演していただきました。また、茨城県生命物質
構造解析装置iBIXの現状の紹介と、生体高分子の構造解析結果につ
いての報告もありました。39名の参加者があり、活発な質疑と議論
がありました。

●非破壊検査・可視化・分析技術研究会

　11月9日（金）に研究社英語センター中会議室において、茨城県中
性子利用促進研究会の非破壊分析・評価法分科会、J-PARC/MLF利
用者懇談会の微量分析・非破壊検査分科会、および、CROSS東海
と共催で研究会を開催しました。今回は、「動き出したJ-PARCパル
ス中性子による可視化・分析」をテーマとして開催しました。海老原
充主査から中性子を用いた分析技術、飯倉寛幹事から中性子を用い

た可視化技術の世界の動向をそれぞれ紹介していただいた後、＜非
破壊検査・可視化・分析技術の最近のトピックス＞、ならびに、＜
J-PARCにおける可視化・分析技術の展開＞という２つのセッション
を行い、全部で5件の講演がありました。36名の参加者があり、活
発な質疑と議論がありました。

●セミナー開催報告

　11月28日（水）に滋賀県大津市にある㈱東レリサーチセンターに
おいて、茨城県およびCROSS東海と共催で、「中性子の産業応用セ
ミナー」を開催しました。中性子の基礎、粉末構造解析、小角散乱な
ど6件のテーマで中性子の産業応用について紹介しました。今回は、
講師として京都大学の竹中幹人准教授と井上倫太郎助教に入ってい
ただき、それぞれ小角散乱と非弾性散乱について講演していただき

ました。出席者は㈱東レリサーチセンターから27名、東レ㈱から
22名、合計で49名もの参加がありました。そのうち愛媛や名古屋
などの遠隔の事業所からもインターネットによる参加が、15名あり
ました。計測技術に明るい技術者が多く、中性子利用に関して多く
の厳しい質問がありました。

中性子産業利用推進協議会　活動報告

●第４回J-PARC/MLFシンポジウム・茨城県ビームライン平成23年度成果報告会
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●第7回ソフトマター中性子散乱研究会

日時：平成25年2月28日（金）13:00 ～17:30
場所：研究社英語センター大会議室
　中性子産業利用推進協議会や茨城県、CROSS東海、J-PARC/MLF
利用者懇談会が共催し、SPring-8利用推進協議会が協賛して「散乱

と顕微鏡（難解な散乱を実空間イメージへ）」をテーマに開催します。
基礎編として、実空間像と小角散乱、電子顕微鏡と散乱の講義を行い、
実践編として、各種の顕微鏡と散乱を併用した高分子の構造解析に
関する6件の話題提供を予定しています。

●生物構造学研究会

日時：平成25年3月21日（木）13:00 ～17:30
場所：研究社英語センター大会議室
　中性子産業利用推進協議会や茨城県、CROSS東海、J-PARC/MLF
利用者懇談会が主催し、日本学術振興会 第169委員会 中性子回折
小委員会、新世代研究所 水和ナノ構造研究会が共催し、SPring-8

利用推進協議会が協賛して開催します。兵庫県立大学の月原冨武教
授に「膜タンパク質複合体におけるプロトン移動と中性子結晶構造
解析」と題して講演していただくとともに、Ｘ線と中性子による生体物
質の構造解析の相補性などについて議論する予定です。

●平成25年度の研究会の態勢について

このたび、研究会活動の見直しを行い、バイオマテリアル研究会
を廃止し、有機・高分子材料中性子構造解析研究会を新設すること
としました。また、物質科学研究会の主査が森井幸生茨城県産業利
用コーディネータから吉沢英樹東京大学物性研究所教授に交代し、
新たに幹事として大山研司東北大学准教授に就いていただきます。

平成25年度の研究会の運営態勢を表1に示します。研究会に関す
る各種情報を会員企業の実務担当者に提供したいと思いますので、
会員各社におかれましては、できるだけ多くの方々に各研究会に登
録していただきますようにお願い致します。

●その他

磁性材料研究会、電池材料研究会、残留ひずみ・応力解析研究会、
第４回小角散乱法研究会（京都大学原子炉実験所主催）を開催する予
定です。また、レベル1講習会やMEM解析ソフトの講習会も開催し

ます。これらにつきましては、プログラムが確定次第ご連絡致します
ので、積極的にご参加ください。

●レベル２中性子実験技術講習会

日　　時：平成25年2月13日（水）～15日（金）
講習会場：原子力研究機構 原子力人材育成センター
募集人員：16名（申込み順に受付）
受 講 料：40,950円（協議会会員企業の方は半額補助します）
　日本原子力研究開発機構と中性子産業利用推進協議会、日本中性
子科学会が共催して、中級者向けの中性子実験技術講習会（レベル

２講習会）を開催します。中性子利用実験の基礎、中性子測定法と
実験装置各論の講義を行い、JRR-3の運転が再開していれば、2日
目に装置ごとに8班に分かれて測定実験実習を行います。3日目に
は中性子源に関する講義を行い、J-PARCの見学を行います。中性
子実験技術を習得したい方のご参加をお願い致します。 

お 知 ら せ

表1　平成25年度の研究会の運営態勢
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No 研 究 会 名 称 主　　　　査 幹　　　　事

1 生物構造学研究会 佐藤　衛　横浜市立大学教授 田中伊知朗　茨城大学教授

2 物質科学研究会 吉沢英樹　東京大学教授 石垣　徹　茨城大学教授
大山研司　東北大学准教授

3 金属組織研究会 友田　陽　茨城大学教授 大沼正人　NIMS主幹研究員
鈴木淳市　CROSS部長

4 残留ひずみ・応力解析研究会 秋庭義明　横浜国立大学教授 鈴木裕士　JAEA研究員
ハルヨ　　J-PARC研究員

5 電池材料研究会 菅野了次　東京工業大学教授 神山　崇　KEK教授
平野辰巳　㈱日立製作所主任研究員

6 磁性材料研究会 武田全康　JAEA GL 広沢　哲　NIMS特別研究員

7 薄膜・界面研究会 鳥飼直也　三重大学准教授 松岡秀樹　京都大学准教授
赤井俊雄　㈱三菱レーヨン センター長

8 ソフトマター中性子散乱研究会 金谷利治　京都大学化学研究所教授 小泉　智　茨城大学教授

9 有機・高分子材料中性子構造解析研究会 主　査：田代孝二　豊田工業大学教授
副主査：橋爪大輔　理研先任研究員

柏木立己　㈱味の素主任研究員
鎌田洋平　㈱クラレ主任研究員

10 非破壊検査・可視化・分析技術研究会 海老沢充　首都大学東京教授 松江秀明　JAEA研究副主幹


